
2024.6.14

シエア委員長

緊急時における試合当日のチーム責任者、副責任者の義務と責任 (委員長注意通達)

・試合時の選手メン′ヾ―表提出

① i試合当日のテーム責任者を◎で、副責任者を0で記載し、提出しなければならない。

試合管理者はこの記載がない選手メンパー表を受理しない。(試合は出来ない。)

② 片桐副委員長から受領したメンバー表 (公認書式)を使用すること。

試合管理者はこのメンバー表 (公認書式)以外のメンバー表を受理しない。

(試合は出来ない。)

③ レンタル選手以外の手書き記載の選手は試合に出場で来ない。

・試合時の緊急・救急対応 (試合管理本部運用マニュアル抜粋、一部加筆)

救急対応は、怪我・事故を負った選手が所属するチーム及び当日、届出のあった当日の

チーム責任者及び副責任者が一切の責任でこれを執り行わなければならない。

1)試合中に起きた大きな怪我・事故の対応方法

歩行困難な場合 :

・救急搬送手配は、当該チームの当日のチーム責任者の判断と責任で行うものとし、

試合管理者は、これを務めるよう指示・監視する。

・施設管理者に救急搬送手配の依頼取り次ぎを依頼する。

・救急車による搬送を行う。

その際に必ず同行者を指名する。当該チームから必ず 1名以上を同行者として

負傷者ともに、緊轟    (医療権設リスト参照)に向かわせる。

2)チーム責任者は控えメンパーがいない場合、試合出場人数を減|ら して、また、試合成立、

不成立の如何に拘わらず、救急車及び救急隊に対する付き添い者を指名し、救急車及び

救急隊に付き添わきなければならない。

3)チーム責任者は試合管理本部運用マニュアルの精通に努めなければならない。

特 に同マニュアルの試合中の救急対応 (P13.P14等 )の熟知に努めるものとする。

以上

【添付資料ヽ

1.試合時の選手メンバー表記載例

2.緊急搬送先リスト (消防署、病院等)

3.試合管理本部運用マニュアル抜粋 救急対応 (P13.P14等 )



FC0000 責任者記載例 メンバー表 (2024年 )

登録選手

片桐副委員長
公認書式

チーム名 FCOOOO

試合日 試合会場 北運動場 or赤スポ6。 r荒川G

対戦相手 :●●●●

ユニフォームカラー シャツ (正)禄  (副 )贅  バンツ (工)白 (副 )黄  ソックス (工 )猥 (副)責
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2024.6.14

(―社)東京都北区サッカー協会 シニア委員会

緊急搬送先

北区内消防署 (赤羽サッカー場、北グランドに近い地域内)
・ヨ
=子
う鷺防電野            1ヒ 5ミヨ己IF 4-28-■  03-3927‐01■9

・王子消防署十条出張所  北区中十条 1‐ 7‐ 10 03-3905‐ 0119
・王子消防署東十条出張所 北区東十条 3-6‐ 6 03‐ 3919‐0119
・赤羽消防署        」ヒ区l赤羽南 1-10-4 03-3902-0119
・赤羽消防署志茂出張所  北区神谷 3-11-22 03‐3901‐ 0119
・赤羽消防署浮間出張所  北区浮間 3‐ 13-15 03‐3966‐ 0119
・赤羽消防署西が丘出張所 北区西が丘 1-48‐ 6 03‐ 3909‐ 0119
・赤羽消防署赤羽台出張所 北区赤羽台 2牛4■ 0年

"07‐
01■9

板橋区内消防署(赤羽サッカー場に近い地域内)
・志村消防署        板橋区相生町 17-1 03‐5398‐0119
・志村消防署志村坂上出張所 板橋区志村 1‐ 10‐ 15 03‐ 3965‐ 0119

近隣の病院 (北区・板橋区管内 救急対応病院)
・赤羽中央総合病院

・王子生協病院

。自報会王子病院

・神谷病院

・東京北医療センター

・赤羽東口病院

・明理会中央総合病院

・赤羽岩渕病院

・花と森の東京病院

・浮間中央病院

・帝京大学医学部附属病院

・明理会板橋中央総合病院

1ヒ区志1茂 1‐ 19-14 03-3902-0348 緊急指定病院

」ヒ饉
`星

富1編壽3‐4-15 03-3912-2201

」じEEIEE三F2‐ 14‐ 13  03‐3912-6611

ヨヒ[E11申谷 1‐ 27‐ 14  03-3914‐ 5535

北優二赤]]嘔卦4-17-56  03-5963-3311  雲さ
―
篇ヨ,旨 :走]′高

1院

」ヒEEI赤 ]]1‐38‐ 5  03‐ 3902‐ 2131

北区:績:十条 3‐ 2‐ 11  03‐ 5902‐ 1199  緊急:旨 :走:,高院

1ヒ拒
`:赤

翔]2‐ 64‐ 13  03‐ 3901‐ 2221

北区西ケ原 2-3‐6 03-3910-1151 緊急指定病院

北EEI赤羽1ヒ 2-21-19  03‐ 3007‐ 8711

板橋区加賀 2‐ 11‐ 1 03-3964-1211(代 表)

板橋区小豆沢 2‐ 12‐7 03-3976‐ 1181(代 表)

その他
・北区危機管理室防災・ 危機管理課 03-3908-8184

N■9
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(抜粋版)

北区サッカー協会シエア委員会

北区サッカー協会シエア委員会執行部作成

2023年 10月 28日

1試合管理本部運用

|

|



●メンパー表/試合球の提出

・試合開始 30分前までに当該チームからメンバー表 (資料No.6参照)と 試合球を提出
させる

○メンバー表の記載内容の確認

・メンパー表に、氏名、年齢、日付、対戦相手チーム名等必要な事項記載の確認及び参

加メンパーの人数と「○」の記載があるか確認

(遅れて来る選手は「△」等で記載すると判りやすい)ま た当日のチーム責任者を◎

副責任者を●で記載されている事を確認。

・累積警告で出場停止選手が参加していないか確認

・レンタル選手を起用している場合は、氏名/生年月日ノ所属チームの記載を確認

●試合中の救急対応

救急対応は、怪我・事故を負った選手が所属するチーム及び当日、届出のあった当日

のチーム責任者が一切を執 り行う。

試合中に起きた大きな怪我・事故の対応方法

負傷 した選手が自らベンチに下がることが出来る場合は本人判断を基本とする。

○意識がある場合

大量の出血ノ骨折ノ歩行困難|と判断される場合は、主審の指示の下、ベンチ控え選手の協

力を仰ぎ担架で速やかにフィール ド外に選手を搬送。

容態を確認し夜間救急診療が必要と判断した場合は、自力歩行の有無を本人確認。

歩行可能な場合 :施設管理者に近隣の夜間救急診療施設 (資料No.9参照)を紹介して

もらい、選手本人が医療施設に連絡を取 り、自分で医療施設に向かう様指示。

歩行困難な場合 :

・救急搬送手配は、当該チームの当日のチーム責任者の判断と責任で行うものとし、

試合管理者は。これを務めるよう指示・監視する。

・施設管理者に救急搬送手配の依頼卿 次ぎを行う。

・救急車による搬送を行う。

その際に必ず同行者が必要となる。当該チームから必ず 1名以上同行者として

負傷者とともに、医駒 設 (資料No.9参照)に 向かわせる。

※控えメンパーがいない場合でも出場人数を減らして、付き添い者を出させる事。

○負傷選手が意識不明となった場合 :

・主審の指示の下、速やかに試合を止める

・試合管理者は当日のチーム責任者に救急搬送手配を行うよう指示する。また試合

管理者は救急搬送の要請に基づき施設管理者に救急搬送を依頼する。

・試合管理者に施設内設置のAED使用要請をする。
・救命技能認定者によるAED蘇生等の救命措置を行う。

1



※本部管理者が救命技能認定者ならば管理者/施設管理者に資格者がいれば要請。

そのほか、その場いるものに該当者がいれば依頼する事。

救急搬送隊到着するまで全員で可能な限りの蘇生措置を行う。

○脳震盪の場合 (資料No.10参照)
・主審の指示に従い、本人に氏名/生年月日などを質問し意識状態の確認を行う。

・確認後、速やかに担架で極力、動かきずにフィールド外に移動。

・ベンチあるいに控室などで休息をとる。この間は頻、回に選手の状態をチェック

する。また極力、試合への復帰は見送る事をチームに指示。

・負傷 した際に数秒単位以上の意識消失や健忘があった場合には、たとえ意識が正常

に戻ったとしても救急搬送の手配をする事.

○熱中症の場合

「熱中症の応急処置」 (資料 No ll参照)に添った処置と対応を手順通 りに行う。

・休息中に頭痛、吐き気、嘔吐などを起こした場合も、救急搬送の手配をする事。

救急搬送の場合 :施設管理者に救急搬送手配を依頼.救急車による搬送を行う。

その際に必ず同行者が必要となる。当該チームから必ず 1名以上同行者として

負傷者とともに、医療施設に向かわせる。

※控えメンパーがいない場合でも出場人数を減らして、付き添い者を出させる事。

以上

○救急搬送後の対応

・施設管理者へ「事故等発生報告書」 (資料No.12参照)を所定用紙に記載を行い

提出する事

・当日のテーム責任者またはチーム代表者・連絡担当者に負傷者の家族/親族に連絡を取

り、負傷の状況、搬送施設名称を報告させる事を指示。

・チーム代表者または連絡担当者には、救急搬送先での治療状況、入院の有無等を

同行者から報告させ、速やかに試合管理本部担当者に報告するよう指示。

(当 日深夜でも対応する事)

・報告を受けた試合管理本部担当者は、速やかに片桐副委員長に報告する。

・生死に関わる重大事故と思われる場合、試合管理本部担当者は、その時点で、

試合終了後、速やかに片桐副委員長と小椋委員長に緊急報告する事。
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●

熱中症を疑う症状がありますか?

(めまい、失神、筋肉痛、筋肉の硬直、大量の発オ、

頭痣、不快感、吐き気 嘔走、僣倉感、虚鷹感、意識

障害.けいれん、手足の運動障害、高体温 )

:

はい↓

呼びかけに応えますか ?

はい↓
濃しい場所へ避難し、

日をゆるめ体を冷やす

↓
水分を自力で

摂取できますか?

はい↓

Ef &EffiO E
*r1) tU{
涼しい場所へ移動  心肺蘇生とAED

↓
直層温 (深部体温 )の測定 ※下表参照

[特集]熱中症を予防せよ

聞.11

けへの反応′0ヽ悪い場合には無理

に水を飲ませてはいけません.

40℃未満 ψ

他の原因を考える

(低血糖.低ナトリウム血症など)

・′
一

熱中症は命の危険も伴います。初期症状を見逃さず、適切な対応をとりま

しょう。意識がない、意識がはつきりしない場合は早急に救急車を呼びま

す。現場での応急処置が症状の悪化を防きます。

応

か

に

び

間

呼

の

　

。

で

う

ま

よ

る

し

す

ま

相
・・

ヽ
Ｆ
　́
ｈ

（Ｆ
、Ｌ

、
薄
晨
´

いも`え

いいえ

いいえ

40℃以上

|
水分・塩分を補給する

大量に汗を′̀,ヽいている場

合は、塩分の入つたスポー

ツドリンクや経口補水液.

食塩水がよいでしよう。

衣服をゆるめ、体を冷やす

スポーツ中の重症熱中症に最も推奨され

る方法は氷水浴 (アイスバス)です.直

腸温を39℃以下まで冷却し.経過を観察

します.アイスバスがない場合は、氷の

う等で首.わきの下.大もものつけ根など

太いit[管がある部分を集中的に冷やしま

す.湿度が低いときは大量の水を体に噴

射し.強い風を送ることも効果

"で
す.

■

|
症状がよくなりましたか ?

はい↓
そのまま安静にして
十分に休息をとり、
回復したら帰宅しましよう

本人が倒れたときの状況を知つて

いる人が付き添つて、発症時の状態

を伝えましょう。

Ｏ

Ｉ

《スポーツ現場での直揚温測定》

スポーツ現場に医療関係者がいて直腸温を測定できる場合は.必ず直腸を測定して、その後の熱中症のケアを行います。

運動時は、直腸温以外の体温 (例 :わきの下.額、口腔など)は不正確であるため.スポーツ現場では直腸温測定が推奨されています.

重症の熱■症(直腸温40℃以上)を早期に発見して効果的に冷却するためにも、できれば全てのスポーツ関係者が直腸温を現場で正

しく測定できることが強く推奨されています.

環境省「熱中症環境保健マニュアル2018」を基にJFAnews編集部で作成
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熱申症の応急処置

救急車を呼ぶ

´

医療機関へ搬送
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